
練馬区プレスリリース  送付日 2024年（令和６年）３月 18日 
 

 サントリーグループと 

ペットボトルのリサイクルに関する協定を締結 
～脱炭素社会の実現に向けて「ボトル toボトル」水平リサイクルの取組を推進～ 

と き ３月 18日（月） 

と こ ろ 練馬区役所（豊玉北 6-12-1） 

 18日、区はサントリーグループ（サントリーホールディ 

ングス株式会社・サントリー食品インターナショナル株式 

会社）と「循環型社会の形成等に向けたペットボトルのリ 

サイクルに関する協定」を締結した。 

 ペットボトルの原料を化石由来原料から使用済ペット

ボトルにする「ボトルtoボトル」水平リサイクルの取組を

進めることで、ＣＯ２排出量を約60％削減できると言われ

ている。 

 協定に基づき、区は、回収したペットボトルをリサイク

ル事業者に引き渡す。サントリーグループがリサイクル事

業者から原料を買い取り、再生ペットボトルとして活用す

ることで「ボトルtoボトル」の取組を推進する。 

 

【協定の概要】 

①  安定的かつ継続的に「ボトルtoボトル」水平リサイクルを実施するために必要な取組 

 ② 区民および事業者向けの情報発信、普及啓発、学習機会の提供等の取組 

 

【今後の取組】 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

【問合せ】 

練馬区 清掃リサイクル課 リサイクル推進係   電話 ０３－５９８４－１０９７ 

 

【協定締結式の様子】 

現在、区内の家庭から排出されるペットボトルの約

70％が「ボトルtoボトル」でリサイクルされている。環

境問題に積極的に取り組んでいるサントリーグループ

との協定締結を契機に、100％を目指す。 

 また、引き続き、区主催イベントにおけるペットボト

ルのリサイクルに関する普及啓発等に取り組むことで、

住民の分別意識の向上を図る。 


